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水
野
雄
司
著

『
村
岡
典
嗣
─
日
本
精
神
文
化
の
真
義
を
闡
明
せ
む
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
二
〇
一
八
年
）

本
村
　
昌
文

一

　
「
日
本
思
想
史
学
」
と
は
何
か
？

　

こ
う
し
た
問
い
か
け
を
す
る
と
き
、「
日
本
思
想
史
学
」
の
先
学
の
ひ

と
り
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
村
岡
典
嗣
（
一
八
八
四
〜
一
九
四
六
）

で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
に
「
村む

ら

岡お
か

典つ
ね

嗣つ
ぐ

」
と
い
う
名
前
を
（
そ
の
読
み

方
も
含
め
て
）
知
っ
て
い
る
人
は
決
し
て
多
く
な
い
。
評
者
が
勤
務
す
る

大
学
で
日
本
思
想
史
関
係
の
講
義
を
行
う
際
に
「
村
岡
典
嗣
と
い
う
人
を

知
っ
て
い
ま
す
か
」
と
尋
ね
て
、
手
が
挙
が
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
村
岡
典
嗣
の
研
究
は
断
続
的
に
行
わ

れ
、
彼
の
思
想
の
全
体
像
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
さ
れ
、
新
た
な
史
料
の

紹
介
も
な
さ
れ
て
き
た
。
本
書
は
そ
う
し
た
研
究
動
向
に
お
い
て
、
著
書

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
は
じ
め
て
の
評
伝
で
あ
る
。

　

本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

は
し
が
き

　

第
一
章　

精
神
的
故
郷

　
　

1 

父
と
生
い
立
ち
／
2 

開
成
尋
常
中
学
校
で
の
学
び

　

第
二
章　

早
稲
田
大
学
入
学
と
波
多
野
精
一

　
　

�

1 

明
治
期
の
大
学
制
度
と
早
稲
田
大
学
創
立
／
2 

波
多
野
精
一
と

キ
リ
ス
ト
教
／
3 

結
婚
、
そ
し
て
就
職

　

第
三
章　
『
本
居
宣
長
』

　
　

�

1 

本
居
宣
長
を
選
ん
だ
理
由
／
2 

宣
長
問
題
と
は
何
か
／
3
『
本

居
宣
長
』
の
後

　

第
四
章　
「
早
稲
田
騒
動
」
と
学
問
的
精
神

　
　

�

1
「
早
稲
田
騒
動
」
と
は
／
2 

波
多
野
精
一
か
ら
受
け
継
い
だ
学

問
的
精
神

　

第
五
章　

東
北
帝
国
大
学
に
お
け
る
日
本
思
想
史

　
　

�

1 

欧
州
留
学
／
2 

東
北
帝
国
大
学
着
任
と
山
田
孝
雄
／
3 

明
治
以

降
の
「
日
本
思
想
」
／
4 

平
田
篤
胤
と
キ
リ
ス
ト
教
／
5 

時
運
と

し
て
の
「
日
本
精
神
」
／
6
「
日
本
思
想
」
に
つ
い
て
／
7 

チ
ェ

ン
バ
レ
ン
と
国
体
思
想

　

終　

章　

学
問
の
永
遠
の
相

　

�

主
要
参
考
文
献
／
あ
と
が
き
／
村
岡
典
嗣
略
年
譜
／
事
項
索
引
／
人
名

索
引

　

各
章
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
生
い
立
ち
、
早
稲
田
大
学

に
お
い
て
受
け
た
学
問
的
影
響
、
現
在
で
も
読
み
継
が
れ
る
『
本
居
宣

長
』、
東
北
帝
国
大
学
に
お
け
る
研
究
と
人
的
交
流
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、「「
国
民
国
家
」
論
へ
の
警
鐘
を
も
鳴
ら
す
、
村
岡
典
嗣
の
「
日
本
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思
想
史
」
と
は
何
な
の
か
。
生
涯
と
思
想
を
繙
く
こ
と
で
、
こ
の
問
い
の

答
え
に
辿
り
着
く
こ
と
が
、
本
書
の
目
的
」
と
さ
れ
て
い
る
（「
は
し
が

き
」）。
以
下
、
ま
ず
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

二

　

第
一
章
で
は
、
村
岡
典
嗣
の
父
と
家
庭
環
境
、
幼
少
期
か
ら
開
成
尋
常

中
学
校
で
の
学
業
や
人
的
交
流
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
村
岡
の
父
・
典
安

（
一
八
四
九
〜
？
）
は
山
家
藩
の
槍
術
師
範
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
オ

ラ
ン
ダ
式
操
練
、
フ
ラ
ン
ス
式
練
兵
法
も
学
び
、
明
治
維
新
後
、
陸
軍
士

官
学
校
へ
の
入
学
を
志
し
て
い
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
頃
の
怪
我
が
も

と
で
士
官
学
校
へ
の
入
学
を
断
念
し
、
叔
父
が
営
ん
で
い
た
牧
牛
業
に
倣

っ
て
事
業
を
は
じ
め
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
「
東
京
練
乳
会
社
」

を
設
立
し
た
。
こ
の
翌
年
、
村
岡
は
誕
生
す
る
が
、
父
の
事
業
は
失
敗
に

終
わ
り
、
村
岡
の
家
庭
は
金
銭
的
に
苦
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
家
庭
環
境
と
相
俟
っ
て
、
村
岡
は
歌
人
・
国
文
学
者
の
佐
佐
木

弘
綱
（
一
八
二
八
〜
一
八
九
一
）
の
と
こ
ろ
に
寄
宿
す
る
。
弘
綱
は
本
居

宣
長
の
長
男
・
春
庭
に
学
び
、
佐
佐
木
家
で
は
和
歌
、
日
本
の
古
典
、
国

学
な
ど
に
ふ
れ
る
環
境
に
あ
っ
た
。
ま
た
弘
綱
の
子
・
信
綱
が
結
成
し
た

「
竹
泊
会
」（
短
歌
結
社
）
で
の
活
動
、
生
涯
の
友
と
な
る
吹
田
順
助
と
の

交
流
（「
桂
陰
会
」
と
い
う
学
術
サ
ー
ク
ル
の
設
立
）
な
ど
、
開
成
尋
常
中
学

校
で
の
生
活
に
言
及
す
る
。

　

第
二
章
で
は
、
早
稲
田
大
学
へ
の
入
学
か
ら
就
職
ま
で
の
人
的
交
流
や

問
題
関
心
に
光
が
照
射
さ
れ
る
。
開
成
中
学
校
時
代
の
友
人
の
多
く
が
第

一
高
等
学
校
へ
進
学
す
る
な
か
、
村
岡
は
東
京
高
等
学
校
専
門
予
科
（
明

治
三
十
四
年
・
一
九
〇
一
に
入
学
）
を
経
て
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）

に
早
稲
田
大
学
へ
入
学
す
る
。
こ
の
早
稲
田
大
学
へ
の
入
学
を
村
岡
に
と

っ
て
大
き
な
出
来
事
と
著
者
は
捉
え
、「「
大
学
」
と
は
何
か
、「
学
問
」

と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
を
、
一
生
を
か
け
て
究
明
す
べ
き

課
題
と
し
て
村
岡
に
突
き
つ
け
た
の
が
、
こ
の
早
稲
田
の
地
」
と
指
摘
す

る
。
そ
し
て
、
早
稲
田
大
学
の
設
立
ま
で
の
経
緯
を
た
ど
り
、「
あ
ら
ゆ

る
勢
力
か
ら
離
れ
て
学
問
が
独
立
」
し
て
い
る
こ
と
を
目
指
す
早
稲
田
大

学
と
い
う
場
に
、「
戦
時
中
に
お
い
て
、
感
情
的
な
国
粋
主
義
の
主
張
に

は
流
さ
れ
ず
、
日
本
思
想
史
と
い
う
学
問
の
矜
持
を
胸
に
、
一
切
の
迎
合

的
な
発
言
を
慎
み
、
常
に
真
理
に
忠
実
な
学
者
と
し
て
批
判
的
態
度
を
貫

い
た
村
岡
の
原
点
は
、
こ
こ
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
村
岡
の
学
問

的
態
度
の
原
点
が
あ
っ
た
と
捉
え
る
。
ま
た
、
村
岡
の
学
問
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
波
多
野
精
一
と
の
関
係
に
注
目
し
、
村
岡
が
西
洋
哲
学
を
専

攻
す
る
波
多
野
に
師
事
し
た
の
は
、「「
万
葉
時
代
の
国
民
感
情
」
と
「
ギ

リ
シ
ア
人
の
感
情
」
と
の
類
似
に
心
打
た
れ
た
ゆ
え
」
と
指
摘
す
る
。
さ

ら
に
、
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
校
へ
の
入
学
、
結
婚
、

就
職
（
日
独
郵
報
社
）
に
ふ
れ
、『
本
居
宣
長
』
刊
行
前
夜
ま
で
を
追
っ
て

い
る
。

　

第
三
章
で
は
、
村
岡
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
本
居
宣
長
』
に
焦
点
が

当
て
ら
れ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
①「
な
ぜ
、
本
居
宣
長
な
の
か
」、
②

「
な
ぜ
、
西
洋
哲
学
（
ギ
リ
シ
ア
哲
学
、
キ
リ
ス
ト
教
）
で
は
な
い
の
か
」、

③「
な
ぜ
、
研
究
者
の
道
を
選
ん
だ
の
か
」
と
、
村
岡
の
学
問
・
研
究
を
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考
え
る
上
で
根
本
的
な
問
い
を
発
す
る
。
①
に
つ
い
て
、
開
成
中
学
校
時

代
師
・
堀
江
英
雄
の
言
（「
本
居
宣
長
全
集
と
い
ふ
も
の
が
出
た
が
、
あ
れ
を

す
っ
か
り
読
ん
で
研
究
し
た
人
は
ま
だ
い
な
い
や
う
だ
と
言
は
れ
た
」）
と
と

も
に
、
村
岡
が
早
稲
田
大
学
在
学
中
に
熱
心
に
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
講
義

を
聴
講
し
た
坪
内
逍
遙
の
宣
長
論
（『
小
説
神
髄
』）
に
も
注
目
す
る
。
②

に
つ
い
て
、
西
洋
哲
学
、
と
く
に
ギ
リ
シ
ア
哲
学
を
研
究
す
る
た
め
に
必

要
な
語
学
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
と
い
う
自
己
評
価
と
波
多
野
精
一

か
ら
西
洋
哲
学
で
は
な
く
「
新
し
い
領
域
を
開
拓
す
る
よ
う
に
」
と
勧
め

ら
れ
た
点
に
言
及
す
る
。
③
に
つ
い
て
、「
村
岡
に
お
い
て
学
問
こ
そ
が
、

生
き
る
支
え
（「
俗
中
の
真
」）
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
指
摘
」
す
る
新
保

祐
司
の
所
論
を
導
き
の
糸
と
し
、
村
岡
の
純
粋
な
学
問
へ
の
思
い
が
集
約

さ
れ
た
の
が
『
本
居
宣
長
』
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、『
本
居
宣

長
』
で
駆
使
さ
れ
た
「
文
献
学
」
に
注
目
し
、
芳
賀
矢
一
、
ア
ウ
グ
ス

ト
・
ベ
ッ
ク
と
の
関
係
に
言
及
し
、「
学
問
と
信
仰
の
狭
間
で
揺
れ
動
き

な
が
ら
、「
純
粋
な philosophia

（
愛
智
、
真
理
の
熱
愛
）」
を
目
指
し

て
も
が
き
続
け
る
本
居
宣
長
の
姿
は
、
鏡
写
し
の
村
岡
自
身
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
す
る
。

　

第
四
章
で
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
起
き
た
「
早
稲
田
騒
動
」

と
村
岡
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
早
稲
田
騒
動
」
と
は
、
大

正
五
年
（
一
九
一
六
）、
大
隈
重
信
夫
人
の
銅
像
を
校
庭
に
建
立
す
る
と

い
う
方
針
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
起
因
と
し
て
、
大
学
の
組
織
改
革
、
当

時
の
学
長
・
天
野
為
之
の
不
信
任
声
名
の
提
出
、
高
田
早
苗
の
学
長
復
帰

運
動
へ
展
開
し
た
一
連
の
事
件
を
指
す
。
当
時
、
早
稲
田
大
学
内
は
、
天

野
学
長
を
支
持
す
る
「
守
旧
派
」
と
高
田
の
学
長
復
帰
を
望
む
「
刷
新

派
」
に
二
分
さ
れ
、
騒
動
は
「
早
稲
田
関
係
代
議
士
、
維
持
員
、
評
議
員
、

校
友
、
教
職
員
、
学
生
を
巻
き
込
む
大
騒
動
に
発
展
」
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
村
岡
は
「
刷
新
派
」
の
な
か
で
こ
の
騒
動
に
深
く
関
わ
り
、
最
終
的

に
は
早
稲
田
大
学
の
職
を
辞
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
騒
動
の
渦
中
で
村

岡
を
支
え
て
い
た
の
が
、
大
学
を
「
真
理
討
究
」
の
場
と
捉
え
る
学
問
的

精
神
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
五
章
で
は
、
広
島
高
等
師
範
学
校
へ
の
着
任
、
欧
州
留
学
を
経
て
、

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
へ
着
任
し
、
日
本
思
想
史
の
研
究
と
教
育
に

従
事
し
た
時
期
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
着
任
当
時
の
人
的
交
流
（
山
田

孝
雄
、「
国
学
談
話
会
」、「
芭
蕉
俳
諧
研
究
会
」
な
ど
）
に
言
及
し
つ
つ
、
明

治
以
降
の
「
日
本
思
想
」
の
研
究
の
展
開
、
大
正
末
期
か
ら
流
行
し
は
じ

め
る
「
日
本
精
神
」
論
の
動
向
を
も
ふ
ま
え
、
村
岡
の
日
本
思
想
史
の
研

究
方
法
、
学
問
的
態
度
、
日
本
思
想
史
学
会
の
設
立
、『
本
居
宣
長
全
集
』

の
刊
行
な
ど
を
検
討
し
、「
困
窮
の
中
で
も
「
俗
中
の
真
」
と
し
て
学
問

を
続
け
、「
大
学
の
本
質
は
真
理
に
討
究
に
あ
る
」
と
い
う
信
念
」
を
堅

持
し
た
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

終
章
で
は
、
大
戦
が
終
結
し
た
後
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月

に
行
っ
た
講
演
、
秋
田
の
知
人
宅
で
ま
と
め
た
最
後
の
仕
事
で
あ
る
平
田

篤
胤
研
究
、
そ
し
て
村
岡
の
「
死
」
か
ら
再
評
価
の
動
き
に
ふ
れ
、「
学

問
の
た
め
に
身
を
さ
さ
げ
た
努
力
家
」（
佐
佐
木
信
綱
）
の
晩
年
の
姿
と
現

在
に
及
ぶ
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
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三

　

本
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
村
岡
典
嗣
の
生
涯
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ

る
よ
う
に
、
時
流
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
「
日
本
精
神
文
化
の
真
義
を
闡

明
せ
む
」
と
格
闘
し
た
軌
跡
で
あ
ろ
う
。
幼
少
時
か
ら
の
度
重
な
る
経
済

的
苦
難
、
多
忙
を
極
め
る
「
日
独
郵
報
社
」
在
職
中
に
『
本
居
宣
長
』
を

刊
行
、「
早
稲
田
騒
動
」
で
職
を
辞
す
る
に
至
る
経
緯
、
時
流
に
乗
じ
て

流
行
す
る
「
日
本
精
神
」
論
と
の
対
峙
な
ど
、
彼
の
人
生
の
節
目
に
お
い

て
、
著
者
は
「
俗
中
の
真
」、「
真
理
の
討
究
」、「
学
問
の
永
遠
の
相
」
な

ど
の
言
を
引
用
し
つ
つ
、
そ
の
一
貫
し
た
学
問
的
態
度
を
描
き
出
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
以
上
の
よ
う
な
村
岡
の
姿
は
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
彼
の
生
涯
に
わ
た

り
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
、
本
書
の
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
早
稲
田
大
学
と
い
う
学
問
的
環
境
や
学
術
的
な
雰
囲
気
に
注
目

し
、
そ
れ
と
村
岡
の
学
問
的
態
度
と
の
関
わ
り
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
は

（
第
二
章
、
第
四
章
）、
従
来
の
研
究
で
は
必
ず
し
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
重
要
な
論
点
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
第
五
章
に
お
け
る

同
時
代
の
な
か
で
の
「
日
本
精
神
」
論
の
展
開
を
ふ
ま
え
た
村
岡
の
研
究

お
よ
び
学
問
的
態
度
の
考
察
な
ど
は
、
村
岡
の
学
問
や
研
究
を
よ
り
広
い

角
度
か
ら
位
置
づ
け
る
作
業
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
方
、
評
者
に
は
や
や
物
足
り
な
く
感
じ
る
部
分
も
あ
る
。
第
一
は
、

本
書
の
「
評
伝
」
に
関
す
る
点
で
あ
る
。
本
書
全
体
を
通
し
て
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）
頃
ま
で
に
つ
い
て
は
様
々
な
資
料
を
駆
使
し
、
生
活
環
境
、

人
的
交
流
、
学
問
的
態
度
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
昭
和
十
年
以

降
、
敗
戦
後
の
講
演
に
至
る
ま
で
は
、
本
書
第
五
章
に
お
い
て
、「
村
岡

の
戦
中
は
、「
国
体
」
講
座
の
ほ
か
は
、
も
っ
ぱ
ら
自
身
が
編
纂
・
校
訂

を
し
た
『
本
居
宣
長
全
集
』
の
刊
行
に
費
や
さ
れ
た
」
と
指
摘
さ
れ
る
に

と
ど
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
六
十
一
年

と
七
ヶ
月
ほ
ど
の
村
岡
の
人
生
に
お
い
て
、
昭
和
十
年
以
降
は
全
人
生
の

六
分
の
一
ほ
ど
で
あ
り
、
本
章
の
章
構
成
と
し
て
も
第
五
章
の
一
部
分
に

相
当
す
る
程
度
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
次
第
に
戦
争
が
激
化

し
、
彼
の
所
属
す
る
東
北
帝
国
大
学
が
否
応
な
く
戦
時
体
制
に
取
り
込
ま

れ
て
い
く
昭
和
十
年
以
降
、
敗
戦
に
至
る
ま
で
の
学
問
的
環
境
、
人
的
交

流
な
ど
の
事
績
を
た
ど
り
な
が
ら
、
村
岡
の
研
究
や
論
考
を
検
討
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
時
流
に
迎
合
し
な
い
彼
の
学
問
的
態
度
を
よ
り
鮮
明
に
描

く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
村
岡
の
生
涯
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て

詳
細
に
言
及
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
著
者
が
巻
末
の

「
主
要
参
考
文
献
」
に
お
い
て
、「
こ
の
調
査
・
研
究
が
な
け
れ
ば
本
書
の

作
成
は
不
可
能
で
あ
っ
た
」
と
高
く
評
価
す
る
池
上
隆
史
氏
の
年
譜
研
究

が
、
村
岡
の
誕
生
か
ら
大
正
十
年
（『
日
本
思
想
史
研
究
』
三
四
号
・
三
五

号
・
三
七
号
・
三
八
号
、
二
〇
〇
二
〜
〇
五
年
）、
大
正
十
三
年
〜
昭
和
九
年

の
日
本
思
想
史
学
会
の
設
立
ま
で
し
か
公
表
さ
れ
て
い
な
い
（『
年
報
日

本
思
想
史
』
二
・
三
、
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
四
年
）
と
い
う
現
状
、
そ
し

て
本
書
の
第
四
章
ま
で
の
村
岡
の
事
績
の
多
く
が
池
上
氏
の
年
譜
研
究
と

共
通
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
た
と
き
、
昭
和
十
年
以
降
、
敗
戦
に
至
る
ま
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で
の
時
期
の
村
岡
の
事
績
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
研
究
史
上
、
き
わ

め
て
意
義
の
あ
る
作
業
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
本
書
の
価
値
を
い

っ
そ
う
際
だ
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

第
二
は
、
村
岡
の
学
問
や
研
究
の
内
容
に
関
す
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

村
岡
の
日
本
思
想
史
研
究
の
基
盤
と
な
る
西
洋
哲
学
理
解
に
関
す
る
考
察

で
あ
る
。
第
五
章
中
で
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
村
岡
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し

つ
つ
、「
村
岡
も
ま
た
「
二
本
足
の
学
者
」
で
あ
っ
た
。
西
洋
哲
学
や
キ

リ
ス
ト
教
へ
の
知
識
を
豊
富
に
有
し
な
が
ら
、
学
問
と
し
て
の
「
日
本

思
想
史
」
に
立
ち
向
か
う
そ
の
姿
勢
は
、「
東
西
両
洋
の
文
化
を
、
一
本

づ
ゝ
の
足
で
踏
ま
へ
て
立
つ
て
ゐ
る
学
者
」（
森
鷗
外
「
鼎
軒
先
生
」）
そ

の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
を
み
る
と
き
、
そ
の
思
い
が
い
っ
そ
う
強

ま
る
こ
と
を
禁
じ
得
な
い
。
本
書
で
言
及
さ
れ
る
村
岡
の
西
洋
哲
学
理
解

に
つ
い
て
は
、
波
多
野
精
一
の
学
問
と
の
関
係
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ッ
ク

の
文
献
学
と
の
関
係
と
い
う
従
来
の
研
究
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
。
例
え

ば
、
す
で
に
原
田
隆
吉
氏
が
指
摘
し
（「
村
岡
典
嗣
」、
永
原
慶
二
・
鹿
野
政

直
編
『
日
本
の
歴
史
家
』
日
本
評
論
社
、
一
九
七
六
年
）、
前
田
勉
氏
が
村
岡

の
「
日
本
思
想
史
の
通
史
の
叙
述
の
平
板
さ
・
単
調
さ
の
一
因
」（「
解
説

─
日
本
思
想
史
学
の
生
誕
」、『
新
編
日
本
思
想
史
研
究 

村
岡
典
嗣
論
文
選
』

平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）
と
し
て
指
摘
し
た
新
カ
ン
ト
派
の
思
想
と
村
岡

と
の
関
係
は
、
村
岡
の
研
究
や
学
問
を
考
え
る
上
で
欠
く
こ
と
が
で
き
な

い
作
業
で
は
な
か
ろ
う
か
（
本
書
刊
行
後
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

高
橋
禎
雄
氏
の
新
し
い
論
考
も
あ
り〈「
村
岡
典
嗣
と
日
本
思
想
史
学
」、
中
野
目

徹
編
『
近
代
日
本
の
思
想
を
さ
ぐ
る

─
研
究
の
た
め
の
15
の
視
角
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
八
年
〉、
今
後
の
村
岡
研
究
の
論
点
の
ひ
と
つ
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
）。

　

ま
た
、
村
岡
の
西
洋
哲
学
理
解
に
関
連
し
て
、
東
北
大
学
史
料
館
所
蔵

の
「
村
岡
典
嗣
文
書
」
に
は
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）、
大
正
五

年
（
一
九
一
六
）
頃
に
作
成
し
た
ギ
リ
シ
ア
哲
学
関
係
の
資
料
が
残
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
心
は
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
思
想
で
あ
り
、
主
な
資
料

は
村
岡
が
立
ち
上
げ
た
哲
学
研
究
会
の
第
十
一
回
例
会
（
大
正
六
年
一
月
）

に
お
け
る
発
表
の
草
稿
で
あ
る
。
大
正
六
年
頃
、
一
方
で
、
村
岡
は
「
早

稲
田
騒
動
」
の
渦
中
に
お
り
、
大
学
の
組
織
改
革
の
素
案
を
作
成
し
つ
つ
、

他
方
で
は
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
な
ど
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
研
究
に
励
ん

で
い
た
。
こ
う
し
た
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
思
想
へ
の
関
心
は
、
後
に
村
岡

が
「
日
本
精
神
」
論
の
流
行
と
対
峙
し
つ
つ
構
想
し
た
「
国
体
」
と
「
世

界
文
化
の
摂
取
」
と
の
関
係
の
考
察
や
、
徂
徠
学
と
宣
長
学
と
の
関
係
を

検
討
し
た
論
考
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
（「
日
本
精
神
論
」
一
九
四
三

年
、「
徂
徠
学
と
宣
長
学
と
の
関
係
」
一
九
四
五
年
な
ど
）、
村
岡
の
研
究
対

象
を
捉
え
る
視
座
と
し
て
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
未
公
刊
の

資
料
の
存
在
に
つ
い
て
、
著
者
は
調
査
済
み
で
あ
ろ
う
し
、
限
ら
れ
た
紙

数
で
網
羅
的
に
言
及
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
村
岡
の

学
問
・
研
究
＝
文
献
学
と
捉
え
、
そ
の
文
献
学
と
の
関
わ
り
で
ド
イ
ツ
文

献
学
と
の
関
連
を
検
討
す
る
、
ま
た
波
多
野
精
一
と
の
関
係
で
西
洋
哲
学

理
解
を
捉
え
る
と
い
う
従
来
の
研
究
史
上
の
論
点
を
こ
え
て
い
く
た
め
に

は
、
そ
も
そ
も
村
岡
は
ど
の
よ
う
な
西
洋
哲
学
関
係
の
書
を
読
ん
で
い
た

の
か
、
そ
れ
ら
の
何
が
村
岡
の
日
本
思
想
史
研
究
の
基
盤
を
形
成
し
た
の
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か
、
そ
し
て
村
岡
の
学
問
的
営
み
は
当
時
の
西
洋
哲
学
関
係
書
の
受
容
の

流
れ
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
の
か
と
い
う
作
業
の
積
み
重
ね

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
作
業
の
積
み
重
ね
を
通
し

て
、
近
代
日
本
思
想
史
の
展
開
に
村
岡
を
位
置
づ
け
る
た
め
の
新
た
な
地

平
が
み
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、
評
者
な
り
の
所
感
を
述
べ
た
が
、「
評
伝
」
研
究
と
い
う
制
約

の
な
か
、
ど
こ
ま
で
以
上
の
点
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
な

い
も
の
ね
だ
り
を
述
べ
て
い
る
と
も
感
じ
る
。
も
と
よ
り
評
者
は
近
代
日

本
思
想
史
を
専
門
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
断
片
的
に
村
岡
典
嗣
の

研
究
を
行
っ
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
。
近
代
日
本
の
思
想
の
展
開
に
つ
い
て

の
素
養
も
乏
し
く
、
多
く
の
誤
読
や
曲
解
も
あ
ろ
う
し
、
正
鵠
を
得
た
評

価
が
で
き
て
い
る
か
心
許
な
い
。
し
か
し
、
著
者
が
「
あ
と
が
き
」
に

お
い
て
、「
こ
の
本
が
誘
い
水
に
な
る
こ
と
で
、
第
二
、
第
三
の
評
伝
や
、

よ
り
豊
か
な
研
究
が
世
に
出
る
こ
と
が
筆
者
の
願
い
で
あ
り
、
そ
れ
を
切

に
願
う
者
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
一
文
を
み
る
と
き
、
微
力
な
が
ら
村

岡
研
究
に
従
事
し
て
き
た
一
研
究
者
と
し
て
、
本
書
を
「
誘
い
水
」
と
し

て
何
か
し
ら
の
応
答
を
す
る
必
要
性
を
実
感
し
て
い
る
。
あ
る
人
物
の

「
評
伝
」
の
研
究
を
通
し
て
、
い
か
に
そ
の
人
物
の
思
想
の
新
た
な
側
面

を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
点
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
ま
た

今
後
の
村
岡
研
究
の
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
数
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
一
冊
で
あ
る
。

�

（
岡
山
大
学
教
授
）

中
野
目
徹
編

『
近
代
日
本
の
思
想
を
さ
ぐ
る

─
研
究
の
た
め
の
15
の
視
角
』

（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
八
年
）

松
田
　
宏
一
郎

一

　
「
思
想
史
」
を
英
語
で
言
う
と Intellectual H

istory

（
ち
な
み
に
日
本

思
想
史
学
会
は
こ
れ
を
採
用
し
て
い
る
）
な
の
か
、H

istory of Ideas 

な

の
か
、H

istory of

（
通
常
こ
こ
にJapanese 

と
かPolitical 

と
い
っ
た
限

定
の
言
葉
が
入
る
）T

hought 

な
の
か
、
厳
密
な
限
定
は
不
可
能
で
、
実

際
に
は
個
々
の
研
究
者
が
好
み
に
応
じ
て
何
と
な
く
手
法
と
対
象
を
選
ん

で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
複
数
の
執
筆
者
に
よ
る
本
で
も
「
思
想
史
」
の

定
義
は
は
っ
き
り
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
の
場
合
は
、

研
究
対
象
を
、
統
括
さ
れ
た
意
図
を
表
現
す
る
作
品
と
し
て
で
は
な
く
、

「
史
料
」
と
し
て
扱
う
べ
き
こ
と
を
一
貫
し
て
主
張
し
、
多
く
の
成
果
を

挙
げ
て
き
た
編
者
の
も
と
に
、
若
手
・
中
堅
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

関
心
に
即
し
な
が
ら
も
、
方
法
論
を
共
有
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
と
い
う

点
で
方
法
意
識
が
極
め
て
明
確
な
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
副
題
は

「
一
五
の
視
角
」
と
あ
る
が
、「
視
角
」
が
一
五
あ
る
の
で
は
な
く
、
視
角

は
あ
る
い
は
地
平
は
共
有
し
つ
つ
、
ト
ピ
ッ
ク
が
一
五
あ
る
と
い
う
の
が
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